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ば
ん
祭」

が
今
年
13
回

目
を
終
え
ま
し
た
。

50
周
年
を
節
目
に
組

合
員
一
同
、
さ
ら
な
る

精
進
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す」

と

挨
拶
さ
れ
た
。

次
い
で
表
彰
式
、「

県

知
事
感
謝
状」

が
矢
野

剛
様
他
４
名
、「

市
長
感

謝
状」

が
富
澤
正
之
様

他
５
名
、「

県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
表
彰」

が

山
本
有
祐
様
他
１
名
、

「

理
事
長
感
謝
状」

が
河

原
場
博
様
他
10
名
に
贈

呈
さ
れ
た
。

次
に
、
川
口
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
と
、
寄

附
百
万
円
が
、
奥
ノ
木

市
長
に
贈
ら
れ
た
。

来
賓
の
祝
辞
は
、
知

事
代
理
の
新
里
英
男
産

業
労
働
部
副
部
長
、
新

藤
義
孝
衆
議
院（

写
真

右
上）

、
奥
ノ
木
信
夫
市

長
、
伊
藤
光
男
中
央
会

会
長
、
立
石
泰
弘
県
議

が
祝
辞
を
述
べ
、
県
議

市
議
等
が
紹
介
さ
れ
、
祝

電
の
披
露
で
式
典
が
終

了
し
た
。

続
け
て
祝
宴
に
入
り
、

多
く
の
列
席
者
は
、
阿

波
踊
り
や
豪
華
福
引
に

心
弾
ま
せ
た
。

写
真
前
列
左
か
ら
、

古
川
鐵
郎
さ
ん
、
山
﨑

一
夫
さ
ん
、
関
根
和
夫

11
月
22
日
、
川
口
新

郷
工
業
団
地
協
同
組
合

（

理
事
長＝

石
川
義
明
さ

ん）

創
立
50
周
年
記
念

式
典
並
び
に
祝
賀
会
が
、

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ

テ
ル
浦
和
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

式
典
で
、
石
川
理
事

長
は「

昭
和
45
年
10
月

初
代
理
事
長
の
ご
尽
力

に
よ
り
設
立
さ
れ
、
以

来
数
々
の
共
同
事
業
を

立
ち
上
げ
、
現
在
組
合

員
企
業
80
社
、
総
従
業

員
は
１
２
０
０
人
が
集

い
、
こ
の
日
本
有
数
の

産
業
集
積
の
エ
リ
ア
で

『

川
口
の
も
の
づ
く
り』

に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。　
　

毎
年
８
月
に
、
隣
接

す
る
３
町
会
と
共
に
、
住

工
共
生
の
祭
り「

ば
ん

11
月
17
日
、
第
12
回

「

新
郷
ふ
れ
あ
い
祭
り」

（

実
行
委
員
長＝

押
田
恒

雄
さ
ん）

が
蓮
沼
公
園

で「

家
族
・
友
人
・
ご

近
所
・
地
元
の
触
れ
合

い
の
場」

を
テ
ー
マ
に
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
の

キ
ュ

ポ
ラ
ン
も
登
場
し

子
ど
も
達
は
大
喜
び
。

式
典
は
、
押
田
恒
雄

実
行
委
員
長
、
板
橋
智

之
名
誉
会
長
が
挨
拶
後
、

鈴
木
歳
男
前
実
行
委
員

長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

ま
た
、
実
行
委
員
会
に

奥
ノ
木
信
夫
市
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

来
賓
に
は
、
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
、
奥
ノ

木
市
長
、
前
原
博
孝
議

さ
ん
、
中
山
久
仁
夫
さ

ん
、
飯
塚
孝
行
市
議
。

後
列
左
か
ら
大
熊
恒

久
さ
ん
、
板
橋
智
之
さ

ん
、
石
川
理
事
長
、
奥
ノ

木
市
長
、
前
原
博
孝
議

長
、
幡
野
茂
市
議
。

２
年
ぶ
り

今
年
も
盛
大
に
　
　

開
催

長
、
地
元
市

議
、
大
熊
恒

久
連
合
町
会

長
、
瀬
戸
信

行
新
郷
支
所

長
、
各
町
会

長
な
ど
大
勢

が
激
励
に
訪

れ
た
。

ス

テ

ー

ジ
で
は
東
本

郷
小
学
校
合

唱
団
と
ブ
ラ

ス

バ

ン

ド

部
、
ヒ
ッ

プ

ホ
ッ

プ
ダ
ン

ス
、
法
人
会

提
供
の
中
国

雑
技
シ
ョ

ー
、
東
中
吹

奏
楽
部
等
沢
山
の
グ
ル

ー
プ
が
出
演
し
た
。

大
抽
選
会
も
豪
華
景

品
に
ど
よ
め
き
大
盛
況

で
幕
を
閉
じ
た
。

写
真
上
は
、
挨
拶
す

る
押
田
さ
ん
と
来
賓
の

皆
さ
ん
。
右
は
、
前
列

左
か
ら
、
鈴
木
歳
男
さ

ん
、
押
田
さ
ん
、
板
橋

さ
ん
、
飯
塚
孝
行
市
議
。

後
列
左
か
ら
、
前
原
議

長
、
幡
野
茂
市
議
、
永

瀬
秀
樹
県
議
、
奥
ノ
木

市
長
、
新
藤
衆
議
院
議

員
、
立
石
康
広
県
議
。

☎ (
HP　http://www.minehachiman.or.jp

ブログ　http://ameblo.jp/minehachiman/

「５０周年を期に更に精進してまいり
ます」と石川義明理事長挨拶

川
口
の
物
づ
く
り
に
貢
献

住
工
共
生
の

「

ば
ん
ば
ん
祭」
も

13
回
目
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
元
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

雄孝会親睦ゴルフ大会市民民謡まつり

第
47
回
川
口
市
美
術
展

11
月
３
日
ò
第
63
回
市
民
民
謡
ま
つ
り
が
新
郷
公

民
館
で
行
わ
れ
た
ó

写
真
左
か
ら
ò
新
藤
義
孝
衆
議
院
秘
書
の
飯
嶋
頼

康
さ
ん
ò
永
瀬
秀
樹
県
議
û
前
原
博
孝
議
長
û
石
原

秀
芳
さ
ん
ò
立
石
泰
広
県
議
ó

連
合
町
会
研
修
旅
行

埼

玉

の

集

い

11月30日、「小さな親切」運動埼玉県本部第54回埼玉の集いが、さいたま市で開催された。
川口支部（代表=原島潔さん）の感謝状表彰者は、鵜飼勝さん、佐久間仁さん、田中照昌さんと、

元郷小学校が表彰された。
実践校活動報告は辻小学校、引率は増田真二教頭・網野なつみ教諭、児童達は立派に発表した。
来年度指定書交付は元郷小学校で富山益光教頭が列席。作文コンクールでは、戸塚綾瀬小５年の

鈴木日葵さんが優秀賞に選ばれ表彰後朗読をした。写真は本部役員と、川口支部の皆さん。

写真左から、新藤義孝衆議院 早船宏秘書、吉安玲華さん、杉本かよ市議、
七瀬怜子さん、入賞の野坂里帆さん。後の絵は市長賞の中山さんの絵。Ｐ４参照

第１回、雄孝会（ゆうこうかい）チャリティーゴルフコンペが、⒓月２日皐月ゴルフ倶
楽部佐野コースで開催された。　
写真左から松本康太事務局、飯塚孝行市議、総合優勝の清水健二さん、押田恒雄実行委

員長、高橋浩二事務局、小磯国昭事務局長。

11
月
24
日
û
赤
井
町
会（

町
会
長＝

関
根
和

雄
さ
ん
・
自
主
防
災
部
長＝

石
島
正
文
さ
ん）

は
防
災
訓
練
を
行
っ
た
ó

雨
の
為
同
会
館
で
ò
80
名
余
り
の
参
加
者

は
ò
新
郷
分
署
の
有
馬
義
昭
さ
ん
û
飯
野
和
也

さ
ん
ò
関
根
英
輝
さ
ん
ò
竹
之
内
晶
敏
さ
ん
ò

野
口
稔
さ
ん
の
指
導
の
も
と
ò
Ａ
Ｅ
Ｄ（

救
命

処
置）
の
使
い
方
û
応
急
担
架
の
作
り
方
等
を

教
わ
っ
た
ó
前
原
博
孝
議
長（

後
列
左
４
番

目）

と
ò
江
戸
袋
町
会
の
須
嵜
孝
防
災
部
長
も

参
加
し
た
ó
写
真
中
央
は
ò
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
挑
戦
す

る
粕
谷
尚
大
く
ん
ó

赤井町会防災訓練
新
郷
南
小
学
校（

校
長＝

久
保
田
真
一
さ
ん）

は
３
年
目
の「

星

空
教
室」

を
今
年
は
ò
10
月
４
日
と
11
月
５
日
に
行
っ
た
ó

運
よ
く
６
回
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
ò
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
ò
不

思
議
さ
を
体
験
す
る
こ
と
で
ò
児
童
の
科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
目
的
で
ò
親
子
観
望
会
を
全
児
童
に
呼
び
か
け
ò
毎
回
100
名
以

上
の
親
子
が
参
加
し
て
望
遠
鏡
で
夜
空
を
仰
い
だ
ó

久
保
田
校
長
は
ò
星
座
と
月
等
の
説
明
を
さ
れ
た
り
ò
理
科
教
諭

と
共
に
指
導
さ
れ
て
い
た
ó
　
　
写
真
学
校
提
供
ó

新郷南小親子星空教室

新郷地区連合町会（町会長＝大熊恒久さん）は、11月24日から1泊2日で、宮城県南三陸方
面に、令和元年度研修旅行を行った。同連合町会の一層の充実と、町会相互の親睦を図る
ため毎年行っている。松島海岸から瑞巌寺を見学し南三陸ホテルへ。翌日は、語り部と共
に被災跡地を視察、南三陸さんさん商店街モアイ像前で記念撮影。南三陸海岸から石巻港
にて水産物の買い物をして親睦を深めた。写真は各町会長と他の皆さん。

東
本
郷
の
中
山
さ
ん
市
長
賞



武
南
警
察
署
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と
び
出
さ
な
い
　
い
っ

た
ん
と
ま
っ

て
　
み
ぎ
ひ
だ
り

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

人
間
の
歯
は
、
体
の
中
で
一
番

硬
い
頭
の
部
分
と
、
骨
の
中
に
埋

ま
っ
て
い
る
根
の
部
分
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？

歯
は
、
生
え
て
い
る
場
所
に
よ

っ
て
形
が
違
い
、
前
歯
の
頭
は
ナ

イ
フ
の
よ
う
に
尖
が
り
、
根
は
ス

リ
ム
な
大
根
の
よ
う
な
形
で
顎
の

骨
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
形
で

は
、
横
か
ら
の
大
き
な
力
に
弱

く
、
子
供
な
ど
が
転
倒
し
て
前
歯

が
抜
け
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
な
ど
の
肉
食
動
物

は
、
生
肉
を
か
み
切
っ
て
そ
の
ま

ま
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
の
で
、
前

歯
が
発
達
し
て
い
ま
す
が
、
奥
に

べ
、
全
て
の
歯
を
ま
ん
べ
ん
な
く

使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加
齢

に
伴
い
奥
歯
が
抜
け
る
と
、
そ
の

代
用
に
前
歯
を
使
う
と
い
う
こ
と

が
起
き
、
総
入
れ
歯
の
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
前
歯
は
、

咬
む
力
に
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ず
、

早
い
う
ち
に
抜
け
る
と
い
う
現
象

が
起
き
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
奥
歯
を
な
く
し
た
ら
そ
の

代
わ
り
に
、
入
れ
歯
や
ブ
リ
ッ

ジ
、
さ
ら
に
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な

ど
を
入
れ
て
、
全
体
で
咬
め
る
よ

う
に
元
に
戻
す
こ
と
で
す
。
ち
ゃ

ん
と
食
べ
ら
れ
れ
ば
、
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

あ
る
歯
は
貧
弱
で
す
。

一
方
、
人
間
な
ど
の
奥
歯
の
頭

は
、
硬
い
物
を
砕
い
て
つ
ぶ
す
、

大
き
な
力
が
加
わ
る
の
で
硬
く
か

つ
、
う
す
の
よ
う
に
平
ら
で
す
。

そ
の
根
は
大
き
く
太
く
、
し
か
も

２
～
３
本
あ
っ
て
丈
夫
で
長
持
ち

す
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
象
に
代
表
さ
れ
る
草

食
動
物
は
、
奥
歯
が
発
達
し
て
い

て
、
栄
養
価
の
低
い
草
や
、
木
の

実
を
多
量
に
す
り
潰
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
人
間
は
、
な
ん
で
も
食

新郷南公民館地区文化祭が、3年振りに 11月16日・17日
に開催された。公民館利用クラブが、展示や演技を披露して
日頃の成果を発表した。
写真は、写真クラブ展示ホールで、後列右は加藤静夫館長
と同クラブの皆さん。

２
公
民
館
文
化
祭 新郷公民館地区文化祭が、11月9日・10日開催された。

公民館利用クラブが、展示や演技を披露して日頃の成果を
発表した。
写真は飯塚孝行市議（後列左）熊木利治館長（後列右）、職

員の八木下文子さんと、生花クラブ・華道クラブの皆さん。

榛
松
の
有
志
で
集
う
フ
レ
ン
ド
会（

会
長＝

渡
辺
武
さ
ん）

は
ò
第
13
回
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ô
を
開
催
し
た
ó
妙
義
神
社
参

拝
û
磯
部
温
泉
舌
切
雀
の
お
宿
に
て
懐
石
料
理
と
温
泉
に
つ
か
っ

て
腹
も
心
も
癒
さ
れ
た
ó
人
気
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
パ
ô
ク
に
立
ち
寄

る
な
ど
û
親
睦
を
深
め
る
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
ó
写
真
前

列
右
か
ら
宮
原
さ
ん
ò
飯
塚
市
議
û
鵜
殿
さ
ん
ò
渡
辺
会
長
ò
金

田
さ
ん
ò
小
磯
さ
ん
ò
鴨
井
さ
ん
ó
　
文
・
写
真
同
会
提
供
ó

11
月
10
日
û
日
本
共
産
党
新
郷
地
区
後
援
会（

会

長＝

川
野
辺
勝
義
さ
ん）

の「

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り

芋
煮
会」

が
同
事
務
所
で
行
わ
れ
た
ó

村
岡
正
嗣
県
議
û
元
市
議
の
前
島
延
行
さ
ん
を
囲

ん
で
û
山
形
出
身「

芋
煮
の
芸
術
家」

が
監
修
の
本
格

派
芋
煮
を
食
べ
な
が
ら
親
睦
を
図
っ
た
ó

写
真
中
央
背
広
姿
は
村
岡
県
議
ò
皆
さ
ん
ó

県議を囲んで芋煮会

榛松フレンド会バスツアー

11

月

26

日
û
武
南
警

察

署（

署

長＝

坂
本
雅

彦
さ
ん）

は
ò

「

令
和
元
年

武
南
警
察
署

年
末
年
始
特

別
警
戒
取
締

り
出
発
式」

を
川
口
市
立

グ
リ
ô
ン
セ

ン
タ
ô
で
開

催
し
た
ó

安
全
で
安

心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を

目
指
し
ò
年

末
年
始
に
多

発
す
る
犯
罪

及
び
交
通
事

故
を
防
止
す

新
郷
公
民
館

新
郷
南
公
民
館

る
た
め
ò
撲
滅
に
向
け
て
機
運

を
高
め
た
ó

写
真
中
央
が
ò
挨
拶
す
る
坂

本
署
長
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
ó



令和元年１１月末交通事故状況
県　 内　 　 　 　 　 　 　 　 武南警察署

人身事故  19,094 件（-2,500）     ６４９件（-９５）

死者数  　  115 名（-46）       　    ５名（±０）

負傷者  22,990 名（-3,058） ７６２名（-１０５）

物損事故  130,376 件（-1,017）    ３,９８９件（-１４）

令和元年 11 月 30 日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０１９年（令和元年）１２月１８日（水曜日）　（４）第２９４号 新　 郷　 新　 聞

師
走
に
入
り
、
市
内
で

も
両
手
で
数
え
る
ほ
ど
の

学
級
閉
鎖
が
あ
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ

て

い
る
よ
う
で
す
。

薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

も
有
り
ま
す
が
、
様
々

な
病
気
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
免
疫
力
を
つ
け

る
こ
と
で
す
。

十
分
な
睡
眠
時
間
を
取

る
こ
と
が
一
番
で
す
。
身

近
に
あ
る
食
べ
物
で
利
用

し
て
欲
し
い
の
が
生
姜
で

す
。
今
で
は
、
生
姜
は
調

味
料
の
一
つ
で
す
。
ビ
タ

ミ
ン
類
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

栄
養
価
値
と
し
て
も
そ
れ

ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、
む
か
し
は
薬
だ

っ
た
の
で
す
。

生
姜
・
ガ
ジ
ュ

ツ
・
ウ

コ
ン
等
は
、
胃
腸
薬
・
冷

え
性
・
血
液
サ
ラ
サ
ラ
・

白
血
球
を
増
加
さ
せ
免
疫

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（267）

力
を
高
め
る
等
々
の
作
用

が
あ
り
ま
す
。
漢
方
処
方

薬
の
70
％
に
は
、
処
方
薬

の
組
織
成
分
と
し
て
生
姜

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
温
め
て
、
血
行
を

良
く
す
る
こ
と
か
ら
積
極

的
に
生
姜
を
食
事
に
、
薬

味
に
、
飲
み
物
に
利
用

し
て
免
疫
力
を
ア
ッ

プ

し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ

て
下
さ

い
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

免
疫
力
ア
ッ

プ

桜
さ
ん
新
曲
発
表
会

辰
井
川
バ
イ
パ
ス

工
事
予
定
を
説
明

飯
塚
孝
行
市
議
が
一
般

質
問
で
何
度
も
提
案
し
て

い
た
、
辰
井
川
の
改
修
済

区
間
と
未
整
備
区
間
を
つ

な
ぐ
雨
水
排
水
管

の
敷
設
に
つ
い
て
、

来
年
度
以
降
の
着

手
を
目
指
し
て
い

る
回
答
が
あ
っ

た
。　
　

11
月
20
日
、「

近

隣
の
皆
さ
ん
に
、
バ

イ
パ
ス
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ

て
上

流
を
救
え
る
よ
う

に
な
る
等
の
事
を

理
解
し
て
も
ら
う

た
め
集
ま
っ

て
も

ら
い
ま
し
た
。」

と
、

新
郷
東
部
地
区
治

水
事
業
推
進
協
議

会
長
の
鈴
木
歳
男

さ
ん
。立

石
泰
広
県

あとがき
新郷新聞への広告依頼、情報は下記へ
お寄せ下さい。
新郷新聞社メールアドレス
yz378533@gd6.so-net.ne.jp
fax＝048-611-7150
次号は1月１５日（水）発行です。

議
、
飯
塚
孝
行
市
議
、
市

建
設
部
河
川
課
酒
井
昇
次

長
兼
課
長
、
東
部
土
地
区

画
整
理
事
務
所
大
河
原
勇

所
長
、
同
事
務
所
工
事
係

の
本
多
由
樹
さ
ん
が
説
明

に
当
た
っ
た
。

同
協
議
会
役
員
と
関

連
町
会
の
、
大
熊
恒
久
連

合
町
会
長
、
山
田
𣳾
一
峯

町
会
長
、
中
山
久
仁
夫
本

蓮
町
会
長
と
同
町
会
等
の

有
志
が
参
集
し
た
。

立
石
県
議
は「

現
状

を
見
て
、
意
見
を
聞
い
て

行
政
に
繋
げ
て
い
き
ま

す」

と
。
鈴
木
会
長
は

「

25
日
に
大
野
元
裕
知
事

に
要
望
に
行
き
ま
す」

と
。

飯
塚
市
議
は「

多
目
的
遊

水
地
Ａ
池
西
側
付
近
の
辰

井
川
に
管
を
入
れ
れ
ば
被

害
が
軽
減
し
ま
す」

と
。

今
月
の
新
郷
句
楽
部

一
億
の
令
和
頷
く
笑
顔
か
な

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

梨
で
な
し
林
檎
で
も
な
し
ラ
フ
ラ
ン
ス

峯
　
山
田
　
案
山
子

冬
帽
子
と
ん
が
り
帽
子
親
子
連
れ

大
竹
　
　
井
上
靖
子

友
を
待
つ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ô
ム
肌
寒
し

芝
　
　
神
作
　
恵
子

十
和
田
湖
を
船
で
廻
り
て
紅
葉
狩
り

前
野
宿
　
森
田
米
子

留
守
ま
も
る
小
菊
い
よ
い
よ
盛
り
な
り

東
本
郷
　
豊
後
照
子

令
和
元
年
度
第
６
支
団
定
例
表

彰
者
は
次
の
通
り
。

◇
消
防
協
会
長
表
彰＝

鈴
木
國

雄
・
吉
田
俊
行
。
◇
埼
玉
県
消
防

協
会
長
▽
特
別
功
労
賞＝

榎
本
勝

一
▽
１
等
功
労
章＝

永
沼
義
隆
▽

２
等
功
労
章＝

新
藤
真
智
・
福
田

貴
史
▽
勤
続
賞＝

新
井
義
則
・
桜

木
秀
治
・
川
田
理
雄
・
川
辺
真

川
口
市
美
術
展
の
新
郷
地
区
等

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

◆
日
本
画＝

▽
市
長
賞＝

中
山
ミ

キ（

東
本
郷）

▽
依
嘱＝

吉
澤
道

子（

東
本
郷）

▽
実
行
委
員＝

吉

田
喜
代
美（

江
戸
袋）

。
◆
洋

画＝

▽
伊
原
新
一
郎
・
武
藤
効
・

依
嘱＝

末
吉
美
恵
子（

赤
井）

▽＝

荻
野
ふ
じ
子
・
佐
藤
孟
志
・

山
下
ま
さ
子（

榛
松）

▽
富
岡
健

治
・
西
村
好
江
・
東
山
あ
け
み

（

東
本
郷）

。
◆
彫
刻
▽
招
待＝

杉

田
龍（

前
野
宿）

◆
工
芸＝

▽
佐

藤
邦
浩（

新
堀）

▽
白
鳥
雅
也

（
江
戸）
。
◆
書＝

▽
中
村
紅
舟

（

江
戸）
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ＝

吉
沢
流
泉（
赤
井）

川
美
協＝

野

坂
里
帆（

本
町）
▽
依
嘱＝

桑
原

美
菁（

東
本
郷）
▽
招
待＝

吉
安

玲
華（

江
戸）

。
◆
写
真
▽
川
美

協＝

石
田
タ
イ
子
・
▽
佐
々
木

量
・
野
田
光
子
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ＝

野
田
康
世（

東
本
郷）

▽

伊
東
光
男
・
粂
原
一
夫（

榛
松）

▽
佐
藤
勝
美
・
審
査＝

平
賀
博
光

（

新
堀）

▽
山
田
文
雄（

赤
井）

。

▽
招
待＝

進
藤
恵
美
子（

江
戸

袋）
  （

敬
称
略）

新
郷
連
合
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
７
日
、
第
26
回
新
郷
連
合

町
会
ゴ
ル
フ
大
会（

会
長＝
大
栁

祐
一
さ
ん）

が
茨
城
県
の
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
　

参
加
者
74
名
の
成
績
は
、
次
の

通
り
。

◆
個
人
の
部
▽
優
勝＝

渡
辺
幸
男

（

赤
井）

、
▽
準
優
勝＝

石
田
明

（

大
東）

、
３
位＝

小
林
宣
彦（

江

戸
袋）

。

◆
団
体
の
部
▽
優
勝＝

赤
井
町
会

チ
ー
ム
、
▽
準
優
勝＝

大
東
町
会

◆

12
月
21
日（

土）

～
25
日（

水）

◇
Ａ
コ
ー
ス＝

北
海
道
産
帆
立
貝
の

テ
リ
ー
ヌ
他
　
￥
７
０
０
０

◇
Ｂ
コ
ー
ス＝

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
海
老

の
冷
製
パ
ス
タ
他
　
￥
５
０
０
０

◇
Ｃ
コ
ー
ス＝

特
選
牛
ヒ
レ
ス
テ
ー

キ
和
風
ソ
ー
ス
他
　
￥
５
０
０
０

☆
忘
年
会
・
新
年
会
承
り
ま
す
。

☎（

２
８
７）

６
０
８
０

新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会
成
績

◆
男
子
▽
優
勝＝

星
野
照
男
▽
準

優
勝＝

増
島
三
千
男
▽
３
位＝

岡

野
時
夫
▽
ベ
ス
グ
ロ＝

岡
田
幸
雄

◇
シ
ニ
ア
男
子
▽
優
勝＝

富
家
秀

之
▽
準
優
勝＝

細
川
八
朗
▽
３

位＝

佐
久
間
政
敏
▽
ベ
ス
グ
ロ＝

長
畑
馨
介
。

◆
女
子
▽
優
勝＝

山
田
登
美
子
▽

準
優
勝＝

西
田
富
子
▽
３
位＝

竹

内
一
枝
▽
ベ
ス
グ
ロ＝

大
出
の
り

子
◇
シ
ニ
ア
女
子
▽
優
勝＝

安
松

珠
子
▽
準
優
勝＝

並
木
静
子
▽
３

位＝

鈴
木
好
子
▽
ベ
ス
グ
ロ＝

鈴

木
好
子
。（

敬
称
略）

今
年
も
発
行
協
力
の
各

新
聞
販
売
店
様
、
ス
ポ
ン
サ

ー
様
、
読
者
の
皆
様
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
各
町
会
長
始
め
、

各
団
体
、
個
人
様
か
ら
名
刺

広
告
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
も「

新
郷
新
聞」

制

作
費
や
印
刷
費
用
、
そ
し
て

地
域
新
聞
の
応
援
を
込
め

て
、
令
和
２
年
１
月
号
に
名

刺
広
告
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
ご
協
力
頂

け
る
方
、
ど
う
か
ご
連
絡
を
、

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

☎
０
４
８（

２
８
４）

５
７
７
９

新
郷
新
聞
社

来
月
号
は
１
月
15
日（

水）
発
行
で
す
。

手
打
ち
の
た
め
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
買

い
求
め
下
さ
い
þ
ご
予
約
も
賜

り
ま
す
þ
お
土
産
用
う
ど
ん
す

き
も
あ
り
ま
す
þ

手
打
そ
ば
砂
場

（

レ
ス
ト
ラ
ン
・
ガ
ス
ト
前）

☎（

２
８
１）

２
３
７
１

年
越
そ
ば
予
約
受
付
中

川
口
市
展

消
防
定
例
表
彰

也
。
◇
家
族
顕
彰＝

永
沼
義
隆
。

◇
川
口
支
部
長
表
彰
▽
特
別
功
労

賞＝

山
藤
拓
郎
▽
１
等
功
労
章＝

磯
貝
哲
也
・
岩
澤
直
樹
▽
２
等
功

労
章＝

石
塚
隆
一
。
◇
川
口
市
長

表
彰
▽
市
長
功
績
賞＝

永
沼
義

隆
。
◇
25
年
勤
続
賞＝

新
井
義

則
・
桜
木
秀
治
・
川
田
理
雄
・
川

辺
真
也
▽
20
年
勤
続
章＝

永
沼
義

隆
▽
15
年
勤
続
章＝

新
藤
真
智
・

福
田
貴
史
。
◇
団
長
表
章
▽
精
勤

賞＝
石
鍋
英
彬
。（

敬
称
略）

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

ピ
エ
ー

ル
ピ
コ

ク
リ
ス
マ
ス
特
選
デ
ィ
ナ
ー

チ
ー
ム
、
▽
３
位＝

江
戸
袋
町
会

チ
ー
ム
。

（

敬
称
略）

お
礼
と
お
願
い

12
月
８
日
、
本
蓮
町
会

（

町
会
長＝

中
山
久
仁
夫

さ
ん）

は
恒
例
の
餅
つ
き

大
会
を
蓮
沼
公
園
で
開
催

し
た
。
　

舎
人
の
境
川
部
屋
か
ら

２
人
の
力
士
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
盛
大
に
行
っ
た
。

新
藤
義
孝
衆
議
院
、
板

橋
智
之
町
会
常
任
相
談

本
蓮
町
会

餅
つ
き
大
会

役
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、
飯

塚
孝
行
市
議
、
瀬
戸
信
行

支
所
長
な
ど
大
勢
が
激
励

に
訪
れ
た
。

来
場
者
に
は
、
持
ち
帰

り
の
餅
と
、
会
場
で
突
き

立
て
餅
・
け
ん
ち
ん
汁
を

振
舞
い
、
絆
の
輪
を
広
げ

た
。
餅
引
き
換
え
や
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
力
士
と
の
写

真
撮
影
等
、
ど
こ
も
行
列

が
出
来
て
い
た
。

ゲ
ス
ト
の
２
人
は「

地

域
の
催
し
は
大
事
、
手
伝

い
が
出
来
て
う
れ
し
い」

と
お
相
撲
さ
ん
。

写真左から、謙信さん、飯塚市議、前板橋県議、中山町会長、新藤代議士、豊翔さん

演
歌
歌
手
の

「

大
興
千
香
子」

さ
ん
は
、「

桜

ち
か
こ」

さ
ん

に
改
め
、
ク
ラ

ウ

ン

レ

コ

ー

ド
所
属
で
こ

の
度
、
江
戸
袋

の「

ミ
ュ
ー
ジ

ッ

ク

ホ

ー

ル

ほ
ん
ざ
き」

で

新
曲
発
表
会

を
開
催
し
、

「

丹

後
半
島
・
風」

等
を

熱

唱
し

た
。前
列
左
端

は
、
ほ
ん
ざ
き

の
中
村
文
子

さ
ん
。
中
央
が

桜
さ
ん
。

新
郷
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　

成
績
は
次
の
通
り
。

◆
男
子
▽
優
勝＝

伊
藤
澄
雄（

本

蓮）

▽
準
優
勝＝
疋
田
求（

本

蓮）

▽
３
位＝
平
林
一
郎（

高

畑）

◆
女
子
▽
優
勝＝
坪
井
久
子

（

本
蓮）

▽
準
優
勝＝

岩
野
富
美

子（

赤
井）

▽
３
位＝

石
井
百
合

子（

新
堀）

。
　
　（

敬
称
略）


